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(1) 健康乳幼児における中和抗体上昇および糞便よりのウイルス分離生後 1 カ月ないし 1 才 2 カ月の健康
乳幼児 6 人に対し 3--4 週の間隔でワクチン I 型， J[型， n 型の11買に経 l寸投与し，毎週採取した糞便より
ウイノレスの分離を行なうとともに血清中和抗体値を追跡した。糞便中のウイノレス検索の結果は I 型ウイ lレ
スは 6 人のうち 5 人， n 型ウイルスは 6 人のうち 1 人， J[型ウイノレスは 6 人全例において陽性であった。
中和抗体は I 型に対しては 5 人， J[型に対しては 6 人の上昇を認めたが ， H 型に対してはワクチン投与前
に50f吉の抗体を保有していた 1 例においてのみ上昇を認めた。 H 型lこ対する抗体上昇の不十分な点、はこの
ワクチンの弱点であると思う。
く2) ワクチン投与児における血液および髄液の変化生ウイルスワクチンが血液，髄液などにおよぼす影響










(イ)乳児院における自然感染 年令に応じて別個の部屋に収容された 2 群の健康乳幼児を対象として年
令差による比較検討を行なった。すなわち第 1 群は生後 1--4 ヵ月の乳児 8 人のうち 3 人に，第 2 群は生
後 4 ヵ月 --1 才 6 カ月の乳幼児10人のうち 3 人に，それぞれ I 型，目型， n 型の!頓にワクチンを投与し，同
室の非投与者の糞便中ウイルスおよび血清中和抗体値を追跡した。その結果，第 1 群においてワクチン非
投与児 5 例全例に I 型あるいは置型ウイルスによる感染を思わせる抗体の上昇を認めたが，その感染はき
わめて緩徐であり，ほとんど 4 週以後におこったことになる。これに反し第 2 群においてはワクチン非投
与児 7 人のうち 6 人 (86~ぢ)において， 1 , n, III いづれかの型のウイノレスによる自然感染が認められ
7こ。
(ロ)家族内感染 3 型混合ワクチンを投与した 12人の健康乳幼児の同胞のうち生後 6 ヶ月ないし 5 才 4
カ月の13人を対象として家族感染の検索を行った結果， 8 例 (61%) において 1 ， l{' III のいづれかの型
のウイルスによる感染を認めた。 13例のうちはじめにポリオの抗体をもっていなかっ 5 例は全例において
感染を認めたが，はじめに，いづれかの型に対する抗体をもっていた 8 例のうちでは 3 例 (38~ぢ)に感染
を認めたにすぎない。













































スのみを排出するようになることを 7例において実験的に証明した。この replacement の実験成績はつ
ぎのような 2 つの大きな意義をもっている。すなわちその 1 つは病原性ポリオウイルスの排出撒布を停止
せしめ，流行を抑制することが可能であるという疫学的な面においてであり，さらに今 1 つの意義として
は従来のソークワクチンはポリオの流行時に接種することは危険とされていたが，生ウイルスワクチンは
何等の危険を伴わず安心して使用する乙とが可能であることを証明した点である。
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